




















円滑 に実施することを目的に ドナー シミュレーショ
平成9年10月16日 に 「臓器の移植に関する法律」が施 ンとレシピエントシミュレーションを実施した。
行されて、はじめての脳死者か らの臓器移植手術が平成 病院長が本部を立ち上げ、FAXに よる連絡の確認、
11年2月28日 実施された。
臓器提供 ・臓器移植の承諾と確認を得て、手術終 了ま
当院の脳死臓器移植は、平成2年 に医学部倫理委員会 での一連 の流れについてフローチャー ト、プロトコー
が心臓移植を承認 し、その後平成9年 の臓器移植法制定 ルに従って行った。シミュレーションには関連の委員
後、移植関係合同委員会により心臓移植実施施設に認定 会委員長をはじめとLて 、移植関連科、中央診療部門、
され、にわかに臓器移植が現実的なものとなった。 検査部門、事務部、看護部、移植関連病棟が参加 した。
心移植に続いて、肺臓 ・膵臓の移植実施施設 としても 3)病 院職員に対する移植医療説明会を平成9年10月






1.院 内協力体制 ・連絡体制	 の場合、自宅待機や他施設で管理中の場合の緊急受
,1)委 員会による審議	 け入れ体制、手術が平日に実施される場合、休 日や
医学部附属病院先進医療審査会と審査会内移植関 時間外実施の場合、ICUが 満床の場合など、様々
係の3つ の小委員会、移植医療連絡委員会において、 な場合 を想定して誰がどう対応するか、看護部全体
移植医療の適正性の審査、移植患者の事前審査、イン の協力体制 を確認した。

フォーム ド・コンセン ト、移植実施後の評価等を行 ②アメリカにおける臓器移植研修

う。 病院移転を機に、臓器移植対応病棟を設置するこ
小委員会は、検査関係、手術 ・集中治療関係、医事 とが現実的になった平成3年 から10年 までに、最先
関係の3つ からなり、感染症検査、免疫抑制剤血中濃 端移植医療施設であるピッッバーグ大学、UCLA、
度測定、病理診断などの緊急対応、手術室 ・ICU・ ワシン トン大学バーンズ校において心 ・肝・肺移植を
特殊診断治療部の運用と輸血用血液の確保等の検討、 中心に研修 した。
インフォーム ド・コンセン ト、承諾書等の必要書類、 研修は移植関連部署である第1外 科病棟、特殊診
医療費、マスコミ対応等、各科 ・各部の全面的な支援 断治療部、手術部、ICUの スタッフ13名 が参加
体制について検討する。 し、主に移植コーディネーター(入 院前 ・入院中 ・退













































































































5月 第10回 大阪臓器移植フォーラム 「脳死移植がどう行
われたか」がキャンパス内で開催され、それぞれの立場








範囲が拡大する中、12月13日 か ら復職 した。
今回、先行したマスコミ情報 によって準備を整えてき
たが、臓器移植ネットか らの連絡はぎりぎりであったた
めに、円滑に準備 ・対応出来たか危惧される。
また多臓器移植の場合には、手術室の確保やICUの
ベッドコントロール等、混乱が予測され今後の問題とし
て残った。
これ らの経験から看護部の横の連携を重視して、外来
を含む関連部署の婦長牽中心に移植看護体制検討会を発
足 した。会は問題解決や教育の場として継続 している。
移植医療が普通の医療として定着 している米国では、
移植コーディネーターは患者家族 にとって力強い存在と
なっている。
日本においても熟練 した看護技術を用いて、移植看護
の専門性とコーディネーターとしての役割を身にっけた、
認定看護師の育成が早晩必要になるものと実感している。
今回、臓器を提供された方の尊いご意思と、ご遺族の
決断によって何人かの患者が健康を回復し社会復帰され
た。治療の手立てのない患者にとって、移植医療が治療の
選択肢の一つとして定着することを願っている。
